
【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

Ｂ Ｂ 教務部

Ａ Ｂ
学年主任
ICT
学習到達度等

Ｂ Ａ 学校行事・総探、人権・
同和教育、図書部

Ａ Ａ 生徒指導部
人権・同和教育

Ａ Ａ 生徒会

Ｂ Ｂ 保健厚生部

Ｃ Ｂ 生徒会

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 Ａ Ａ

管理職（教頭）

●特別支援教育の充実 Ｂ Ｂ 教育相談、特別支援担
当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

学校名 佐賀県立厳木高等学校

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者

重点取組

具体的取組

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

○生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、主体的な学びを促し、ほめて伸ばす
授業の実践
○指導と評価の一体化を図り、PDCAサイクルのもと生徒の学習改善はもとよ
り教師の指導改善を図る

○授業相互参観週間を年間２回設定する（6月・11月）。
○カリキュラムマネジメントに関する研修を年間１回以上設定する（10月）。

・生徒の主体的な学びを意識した授業を全教員が行う。また、参観週間等の機
会を用いて、他の教員の授業を積極的に参観する。
・各教科や「総合的な探究の時間」の単元指導計画、評価計画に関する研修を
計画し、実施する。

・6月と10月に相互授業参観を行い、それぞれ33回、２５回の参観がなされた。２回目は
授業者が事前に参観のポイントを職員へ提示することで、参観の視点が明確になり、指導
改善につながった。
・年間指導計画、評価計画は年度末に各教科、領域で見直しを行い、来年度へむけて改善
を図っている。

・まだまだ生徒に頑張ってほしい。

●学力の向上
◎自らの目標や進路実現に向けた基礎学力の定着・向上とICTの利活用

○あいさつ運動の推進

●教職員の専門性の向上による教育相談・生徒支援体制の充実 ○九州大学教員と連携し、生徒がより安心して高校生活を送ることを目指した
プログラムを実施する。１年生全員を対象に計画する。プログラム実施時には
校内研修として位置付け、教職員の参観率を80%以上にする。
○外部講師を招聘し、特別支援教育や不登校生徒の支援に関する研修会を年
２回以上実施し、教職員の専門性の向上を図る。

・九州大学教員指導の下、生徒同士の「支え合い」や「助け合い」を促進するこ
とを目的とした「ピア・サポート」プログラムを実施する。計６回のプログラムを１
年生3クラスを対象に実施する。その際、教職員の参観を適宜呼びかける。
・大学等より外部講師を招聘し、特別支援教育や不登校生徒の支援に関する
研修会を半期に一度以上開催する。

・「ピア・サポート」プログラムを計６回１年生3クラスを対象の実施した。また、授業を参観
できた教職員の割合については73%であり、目標の８０％よりやや不足した。
・外部講師による研修は、後期に九州大学より招聘し、特別支援教育に関する研修会を1
回実施した。研修内容は、職員アンケートを行い、生徒理解や生徒支援の実態に沿ったも
のを取り扱った。加えて、校内研修を１回、学年毎の授業における生徒理解の情報共有を１
回実施し、専門性の向上を図った。

・「ピア・サポート」は継続していっていただきたい。
・いろいろな特徴のある生徒さんが増えているので、先生方
も苦労されていると思う。リーダーを中心としてさらに活性化
してほしい。

・朝食摂取率が上がるように、今後も食育活動に取り組んで
いただきたいと思います。また、生活リズムでは、夜寝る時間
が遅いことなどもあるかと思います。大人になってからの生
活習慣病につながる事もあるので、一緒に改善できたらと
思う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守する。

○年次休暇を年間14日以上取得する。

・定時退勤日の設定（月曜日）と掲示や口頭による啓発を行う。
・学校行事・学校運営の精選や見直しによる業務効率化を図る。
・夏季休業中に学校閉庁日（８月７日～１５日）を設定し、教職員が休暇を取得
しやすい環境を整備する。
・部活動休養日の設定と、部活動の活動方針に基づいた活動を徹底し、複数顧
問のシフト制を推進する。

・定時退勤推進日（月曜日）には、朝礼時の連絡と、掲示ボードの掲示による啓発を行い、
時間外在校等平均時間が45時間を超える職員は昨年度と比較して各月で減少した。
・時間外勤務の多い教員に対し、効率化できる業務や、タイムマネジメントについて提案し
た。
・８月に、学校閉庁日を９日間設定し、休暇を取得しやすい環境を整備した。また、服務管理
システムが導入されたことで、各自で休暇取得状況の把握ができるようになり、今後の計
画的な休暇取得について、引き続き、管理職からの声かけや個々の意識改革を促していく。
・夏季休暇５日間の取得率１００％、年次休暇７日以上取得率８９．２％、10日以上取得率
７８．５％（12月末時点）。昨年度とほぼ同等である。
・部活動については、活動方針に基づいた活動や休養日の設定ができている。

・教職員も働きやすい環境が大切だと思う。
・すばらしいと思う。

・部活動への生徒のニーズもどれくらいあるのか、ニーズも
含めて、少ないながらも充実した部活動になるように工夫し
てほしい。
・楽しいスポーツがもっとできるといいと思う。

○「望ましい生活習慣の形成」 ○規則正しい生活リズムを確立させ、朝食摂取率を７５％以上にする。
○「健康に良い食事をしている」生徒の割合を８０％以上にする。
○歯垢要治療者、歯肉要治療者を20％未満にする。
○歯科受診率を30％以上にする。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめ防止等について「組織的対応ができている」と回答した教員を90％
以上にする。
○「インターネット上の人権侵害」に着目し、教職員の理解を促進するための研
修会を１回以上開催する。

・いじめの対応についての研修・会議を年間2回以上実施する。
・人権・同和教育担当者と連携し、「インターネット上の人権侵害」に関する講
話等を実施する。

・いじめ防止等について「組織的対応ができている」と回答した教員は92％であった。
・研修・講演の実施に加えて、6月と12月に実施した「生活・いじめアンケート」における生
徒・保護者からの回答や日常の観察等を元に、担任・学年・生徒指導で連携を図りながら
生徒間の人間関係のトラブル等の解決に尽力した。
・人権・同和教育講演会を12月に実施し、「インターネット上の人権侵害」に対する教職員
の人権意識の向上や理解促進に取り組んだ。

・いじめ関連の組織的対応を密にして生徒の過ごしやすい
学校を今後も目指してほしい。

・来校時にはよく挨拶してもらっている。

具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果

★学校の特色・魅力発信の強化と広報活動の充実 ★学校説明・学校PRの機会を年間30回以上実施する。
★学校からの情報発信を月に４回以上行う。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合78％以上、教職員の
割合85％以上にする。

・SAGAハイスクールプロモーション事業、体験入学、中学校訪問、各種学校説
明会等による広報活動を積極的に行う。
・各分掌や学年に呼びかけて、学校発信情報を収集し、活用する。
・全校集会や学校だより、校内の掲示板等を活用して、生徒及び教職員にも学
校の魅力を発信する。

Ａ

・近隣の中学校から依頼があった学校説明会を２０校で実施した。SAGAハイスクールプロ
モーション事業として３会場で学校説明会、太良との合同説明会（佐賀市）にも参加した。
中学校訪問については、夏季休業中を利用して神埼市、佐賀市、小城市の中学校を訪問
し、本校のPRを行った。
・体験入学の案内ポスターを作成した。8月の体験入学・個別相談会の参加人数は１９８名
（R６年度1８０名）で、前年度より増加した。11月に公開授業を実施し、保護者の参加人
数は７５名、学校外参加者（中学生、保護者等）が７６名であった。また1４名の個別相談を
行った。
・ハイスクールウェビナーの学校紹介動画の視聴回数は２月１６日現在で7５３回である。
・わかすぎ通信を校内掲示、HP掲載、町内配布するなど積極的に学校の魅力を発信でき
た。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合は６０．５％で目標を下回ったが、
教職員の割合は９３．８％で目標を上回った。

・生徒・保護者・先生のアンケートから見ても充実しているか
と思われる。

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

・学力の向上については、生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、生徒のやる気と主体性を引き出す授業を実践するために、教職員一人ひとりが、専門性を高めるための研鑽を継続する。
・心の教育については、情報モラル教育・マナー意識の向上等、積極的に取り組んだが、継続的な取り組みが必要である。
・教育振興会と連携し、新たな学校の魅力化へ向けて、活動の輪を広げる。
・重点取り組みの成果指標を、学校評価アンケートの内容もふまえて数値的に見直す。

Ａ

・１年生の体験活動は厳木の地域を知ることにつながるし、
その結果で地域活動の支援にもつながっていくので、今後
も継続してほしい。
・厳木には多くの地域資源があります。これからもぜひ活用
してつながってほしい。

生徒会

広報・地域連携

・自分の学校を中学生に進めることができる生徒がたくさん
いてくれることは、とてもうれしいことだと思う。もっと多くの
方に厳木高校のことを知っていただきたい。
・教育振興会として、学校にどのようにかかわるのか、生徒
をサポートできる活動は何か、少しづつ活動の輪を広げてい
きたい。

教務部
広報・地域連携

○地域との関わり・地域貢献活動

○ボランティア活動

○地域行事への参加等

○JR厳木駅や通学路の清掃活動を週１回実施する。
○地域の方と一緒に活動した生徒の割合を60％以上にする。

・生徒会であいさつ運動と合わせて週１回実施する。
・ボランティア部が随時厳木駅清掃を実施する。
・地域やNPO法人等、外部との連携を図る。 Ａ

・生徒会で厳木駅、通学路清掃を週１回継続して実施できた。
・１年生の体験学習基礎、２・３年生の地域のボランティアへの参加により、60％の生徒が
地域の方と活動できた。

意見や提言

★唯一無二の誇り高き学校づくり Ａ

主な担当者重点取組

●健康・体つくり

○部活動の活性化 ○部活動入部率４５％以上にする。
○部室や活動場所の整理整頓と施錠の徹底に関する注意喚起を年4回以上行
う。

・４月に体験入部１日、部活動見学日を１日設定し、新入生全員参加を促す。
・部活動ごとに練習計画表を発行する。

・部活動入部率39.29％（体育部36名、文化部45名 11月末現在）。複数の部活動に入
部している生徒もいるが、途中退部の生徒が多かったため入部率は４0％を切ってしまっ
た。
・各部活動ごとの練習計画表等の発行は継続して実施しており、休養日の確認もできてい
る。部室検査を6月、11月に実施、適切に使用できていることを確認した。２月にも検査を
実施する。

○あいさつを通して、互いを尊重し、良い関係性を確立できるよう、あいさつ運
動を継続する。
○「あいさつを積極的に行っている」と感じる生徒の数を６０％以上にする。

・登下校時や集会時、授業開始・終了時のあいさつを徹底する。
・生徒会役員によるあいさつ運動を週１回実施する。

・生徒会のあいさつ運動は継続して実施できた。学年の先生方にもあいさつ運動をやって
いただいた。
・あいさつ運動に参加した生徒は積極的な声かけができた。「あいさつを積極的に行って
いる」と感じる生徒の割合は78％だった。

・朝食アンケートを行い、生活習慣、食生活について振り返り、考えさせる。
・個別に歯科受診指導を行う。
・学校歯科医と連携し、ブラッシング指導を行う。

・朝食摂取率のアンケートの結果は毎日食べる生徒の割合は6月57％、11月５６％で
あった。食育講座や食育だよりの発行を行ったが低い状況であった。
・「健康に良い食事をしている」生徒の割合（2年）は88.3％であり、目標を達成している
が、県の平均89.8％を下回った。
・歯科受診率は、全体で26.4％であったが、１、2年生は目標の３０％を達成している。現
在受診中もいるが、3年生は低い状況であるので、引き続き受診を呼びかけている。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

◎「他者を思いやることができた」「豊かな心をはぐくむことができた」と回答し
た生徒を80％以上にする。

○図書館利用者および図書貸出数を増加する（前年度比10％増）。

・学校行事や「総合的な探究の時間」において協働的な学びの場面を多く設定
する。
・人権教育、情報モラルに関する授業を実施する。
・図書館だよりを毎月発行し、図書館レイアウトを工夫する。

・「他者を思いやることができた」生徒は８０％、「豊かな心をはぐくむことができた」と回答
した生徒は５９．４％であった。
・図書館だよりを毎月発行したり、新刊図書は入口付近に配置し利用促進に務めた。生徒
の図書貸出数は過去５年間で3番目に多い状況である。
・瞑想を行い曙光も発行することで生徒の豊かな心を育む教育の一助にできた。
・人権・同和教育のHR活動や講演会を実施し、生徒の人権意識を高めることができた。

○多様な学校設定科目による幅広い進路選択への対応を行う。
○一人一台端末を用いて学習に取り組む生徒の割合を　　9０％以上にする。
○基礎力診断テストの学習到達ゾーン（GTZ)のD3層を各学年６０％以下に
する。

・自らの目標や進路実現にあった科目選択ができるように、各学年・担任等で
面談を行う。
・授業や自主学習でICTを活用し、個に応じた学習ができるように指導する。
・生徒にD3層の意味を理解させ、基礎力診断テストを重要な指標とした基礎
学力向上を図る。

・授業において学習用パソコンを活用して学習に取り組めた生徒が9７％で、家庭学習に
おいて学習用パソコンを活用して学習に取り組めた生徒が１８％であった。
・基礎力診断テストのＧＴＺのＤ３層について、１年６０％、２年生４９％、３年生５０％であ
り、一定の学力向上が見られた。

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

〇 厳木町の地域資源を生かし、生徒の個性や特性に応じたカリキュラムや体験活動を通して、多様な進路希望の実現を図り、地域や社会に貢献できる心豊かな人材を育成する。

〇 すべての生徒が安心して共に学べる、インクルーシブ教育を推進する。
１ 前年度

評価結果の概要

心の教育については、情報モラル教育・マナー意識の向上等、積極的に取り組んだが、継続的な取り組みが必要である。業務改善・教職員の働き方改革の推進については、休暇を取得しやすい

環境を整備し、時間外勤務は昨年度と比較して各月で減少した。今後もさらなる業務改善・働き方改革を推進していく。特別支援教育の充実については、「ピア・サポート」プログラムを実施し、生

徒同士の「支え合い」や「助け合い」の促進を図り、効果を実感することができた。地域との関わり・地域貢献活動については、授業や校外でのボランティア活動で地域の方と活動した。また教育

振興会と連携し、「厳木駅活用プロジェクト」など地域の活性化に貢献することができた。

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

○ 協調性があり、礼儀や態度を重んじることができる生徒

○ 授業や部活動、また生徒会活動やボランティア活動等に意欲的に取り組み、地域社会の活性化に貢献できる生徒

○ 全ての教科・科目において、一人ひとりの生徒の個性や特性を尊重するとともに、多様なものの見かたが養われる

ような授業を実践する。

○ 生徒の進路実現を達成するために必要な主体的な学びの実践や、思考力・判断力・表現力を養うことができるよう

な教科・科目を設定する。

○ 学校教育活動や地域における活動を通して、多様な個性や特性を認め合い、他者を思いやる心を育むとともに、自

立した社会人となる基礎を醸成する。

○ 日々の授業や学校行事及び部活動等に主体的に取り組もうとする態度や、一人ひとりの個性や特性に応じた能力

を最大限に発揮しようとする態度を育成する。

４ 本年度の重点目標

・生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、生徒のやる気と主体性を引き出す授業の実践、および学習指導要領

に対応した授業力向上と学習評価の工夫

・多様な個性や特性を認め合い、他者を思いやる心の醸成育成と人権尊重・情報モラル・マナー意識の向上

・学校の強みと魅力発信の強化と広報活動の充実

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


